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第６回 江別市廃棄物減量等推進審議会（要旨）

日時：平成２２年１１月２４日（水）１３：００～

場所：野幌公民館視聴覚室

出席者：（委員）押谷会長・佐藤副会長・林倉委員・星委員・金井委員・林委員・亀田委

員・川守田委員（８名）

（市）柴垣部長・松下次長・苅谷室長・種市課長・堀課長・今野参事・明石課

長・渡辺主幹・福島係長・中島係長・渡邊主任・高島主任（１２名）

傍聴者：１名

（１）開会

種市課長：本日の出席者は、１３名中８名で本審議会が成立していることを報告します。

本日は傍聴者が１名おりますのであらかじめ報告します。

（２）議事

① 審議事項

○ 江別市一般廃棄物処理基本計画の策定について

押谷会長：前回に引き続き基本計画案について審議します。前回は、４４ページまで終わ

っていますので、今回は、４５ページの生ごみ減量化の推進から事務局より説

明願います。

種市課長：前回に引き続き各施策について、それぞれ担当から説明します。

【施策ごとに担当から説明】

【生ごみ減量化の推進】

種市課長：生ごみを減らすには水切りが有効ですが、水きり器（サンプルとして水きり器

配布）には、いろいろなタイプがあります。これはネットを引いて絞るタイプ

です。

星 委員：使い方は、ネットをまとめ水分を搾り出します。（実演）

種市課長：まずは実験的にやり、有効であれば広くやってみたいので、施策で配布すると

なっているが啓発に変更します。また、生ごみは、堆肥化しなくても水分を切る

だけで効果があります。

【リサイクルバンクの運営】

種市課長：リサイクルバンクには、現在は担当者が常駐しています。また、大型家具などが

中心で、電化製品は状態確認も難しいので取り扱いをやめています。リサイクルバ

ンクは、ごみとしない最大のリユースなのでこれからも継続していきます。
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押谷会長：提供のあった品物の修理はしていますか。

種市課長：修理はしていません。札幌市では修理をして新品同様で販売しています。検討課

題ではありますが、お金の問題、品質の問題もありすぐにとはいきません。

押谷会長：質疑はありますか。（なし）

【リユース活動の情報提供】

種市課長：白布は裁断し再生するのでリユースというよりは、リサイクルの範囲とし、別

設定とします。現在は、集団資源回収で対応されています。

押谷会長：白布はどのようなものを回収していますか。

星 委員：フリーマーケットと市民活動センターで常時回収しています。綿５０％以上で

化繊が入っていても構いませんが、ニットやデニム製品はだめです。集団資源回

収は綿１００％のタオル地などと思います。旭川の業者に送り裁断し、工場やガ

ソリンスタンドなどのウエス（雑巾）に再利用しています。

種市課長：そういう詳しい情報もこの施策により提供できればと思います。

押谷会長：どういうものが回収できるのかも記載してください。

【植物性廃食用油の拠点回収の情報提供】

押谷会長：前々回、高橋委員より質問がありましたがごみ収集車には使えませんか。

種市課長：現在は、ほとんど１００％のＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）しか出回っていま

せん。ごみの収集は市の直営ではなく委託していますので、冬期間に不具合が予想

されるのに委託業者に使用してくださいとはなりません。それが一般にも出回らな

い理由と考えます。まだ、規制が厳しいようです。

押谷会長：将来的には検討していただきたいと思います。

【事業系食品残渣再利用の調査研究】

佐藤副会長：調査研究した後、市としてどういうことをしていきますか。

種市課長：事業系廃棄物は事業者が責任を持ちます。市は直接的には関わりません。事業

系廃棄物で市が何かをするのは今の段階では難しいです。例えば、全道に支店を

もつ事業者が全道の店舗から出る食品残渣を回収し、江別市で豚の飼料とする場

合、通常は他市町村では搬出許可を、江別市では搬入許可が必要となりますが、

江別市が他市のごみを受け入れするのかという問題、また、手続きも大変ですが、

食品リサイクルループ（大臣認定）を取得することで、こうした手続きがクリア

されたりします。残渣の有効利用について研究していきます。

押谷会長：調査研究後に何ができるか具体的ではなくても示してはどうですか。

佐藤副会長：このあたり、「情報提供」という表現が続くので、以前も「充実」という表

現が続く場面がありましたが、これらを一本化してはどうですか。市ができない

ことを「情報提供」する。項目は多くない方がいいと思います。

押谷会長：具体的に箇条書きにして、項目が複雑となるのでまとめるよう検討できません

か。

種市課長：まとめると全部がまとまってしまうので、意識的に分けている部分もあります
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が、検討します。

【集団資源回収の推進】

種市課長：集団資源回収の減少は、他市も同様です。古紙の減少が大きいですが、いろいろ

なリサイクルルートがあるからかもしれません。ルートが増えること自体は良いこ

とですが。

金井委員：どのようなものを集めているのか知らない人も多いので、収集日も含め、もっと

ＰＲをしてください。

種市課長：集団資源回収については問い合わせも多くあります。収集品目等を知らない人は

多いです。

佐藤副会長：自治会としても、是非、推進していかなければなりません。

種市課長：この施策の中で、品目や収集日などのＰＲを進めたいと思います。

【資源物収集の品目拡大の検討】

種市課長：施設の特性もありますが、単に集めれば良いというものではありません。分別

しても燃やすなら手間をかける意味がなく、検討の必要があるだろうと施策を立

てています。

林倉委員：品目の拡大には、分別の関係もあり市民の理解と協力が必要です。合意形成を

図っていくことが大切です。

【事業者の自主回収ルートの活用】

林倉委員：費用対効果も重要です。すべて分けてリサイクルするのに越したことはないです

が、実際の費用、コストなど表記があっても良いのではないですか。また、産学官

の協力をどこかで入れてはどうですか。

川守田委員：施策を実施し、その結果を見極め、コストに跳ね返ることを理解して費用対効

果を入れると十分納得できると考えます。

種市課長：経済的視点は、この後の基本方針の４で盛り込んでいます。費用対効果というこ

の方針は全施策にかかるものですが、基本方針の３まではあえて外し、それぞれの

施策特徴を明確化しています。

【使用済小型家電の回収】

押谷会長：電話機、リモコンなどにレアメタルが含まれていることを市では広報していま

すか。

種市課長：イベントでは展示回収を行い、ごみコミえべつでも広報しています。

林倉委員：今は実験的ですが、恒常的にやるとすれば業者に処理を依頼すると思います。

費用もかかりますが、事業として成り立ちそうですか。

種市課長：札幌市にある事業者がポイント制で回収を開始しています。市では道のモデル

事業で実証実験に協力しています。

星 委員：今後リサイクルバンクなどを利用して常時回収してはどうですか。

種市課長：回収をする場合は、有効と思いますので、この施策の中で検討します。
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林倉委員：ごみになるプラスチック部分が多く、処理費用をもらって回収するのであれば

良いのですが、例えば、ごみ処理券でも貼って出すのが良いのか。費用対効果が

どうかに関係します。

種市課長：現在のところは、市が処理費を負担してまでは難しく、回収・処理業者がいる

のであればそこを活用した方が市民の負担も少なくなると思います。

林倉委員：資源回収にも係わりますが、業者は相場によります。

【グリーン購入の推進】

種市課長：市のグリーン購入は、平成１５年４月に基本方針を作り目標を定めています。

当初に比べるとほぼ１００％近くなっています。

押谷会長：市が関係している小学校などにも徹底されていますか。

種市課長：グリーン購入は市の施設全てで対応しています。

押谷会長：基本方針１、３Ｒの推進、全体について意見はありますか。（なし）

次に、基本方針の２に入ります。

【安全・安心なごみ処理体制の確保】

川守田委員：環境クリーンセンターは長期包括委託されていますが、設備関係については

どうですか。

今野参事：全てを一括委託しています。

川守田委員：今後、老朽化により修繕費がかかると思いますが、その費用についてはどち

らが負担しますか。

今野参事：基本的には、修繕費を含めて委託しています。

【在宅医療廃棄物の適正処理】

亀田委員：医療廃棄物を袋で出すことはできますか。医療機関ではどう処理していますか。

林倉委員：医療機関では医療廃棄物は産業廃棄物として非常に高額な金額で業者に処理を

依頼しています。感染性の廃棄物となるともっと高額となります。

種市課長：この施策では、医療機関と行政の守備範囲を明確にしてお知らせしようという

ものです。

【地域生活環境の保全】

金井委員：自宅の裏の畑にごみが捨てられます。繁華街なので気をつけていますが度々あ

ります。

明石課長：私有地の中にあるものは市としても関与できません。

林倉委員：毎年自分の敷地に投棄されたごみの処分を依頼してくる方もいます。

川守田委員：不法投棄とわかっていてもそうですか。

明石課長：不法投棄といえども、処理責任は土地所有者が負うのが原則です。

【事業ごみの適正処理】
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押谷会長：質疑はありますか。（なし）

以上をもちまして、本日は終了いたします。ありがとうございました。

１５：１０終了


